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 備考 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。

＊試料・情報を当該研究に用いられることについて拒否する場合も上記お
問い合わせ先に問い合わせてください。

下痢の要因の一つに抗生剤の使用、長期絶食期間による腸内細菌叢の破
綻、経管栄養があげられる。腸内環境を整えるにはプロバイオティクス、プ
レバイオティクスまたはシンバイオティクスが有効と言われている。今回新規
採用した乳酸菌発酵成分配合流動食が絶食患者に使用することで排便状
況改善、CDの検出の有無、下痢によるIADの有無を観察することを目的と
した。

排便状況、（絶食セット開始後、１週間おきに便検査をする。ただし、絶食
セット終了後１回便検査をし終了とする）CD検出の有無、IADの有無

2025年3月～6月末

書面にて説明を行い同意を得た対象者に実施します。利用する情報から
氏名・住所等の患者様を直接特定できる個人情報は削除致します。また、
研究結果は学会や論文などで発表を予定していますが、その際も患者様を
特定できる個人情報は利用しません。
電話 　0561(73)7771

医療法人大医会　疫学・臨床研究倫理審査委員会事務局（総務部　清水）

日進おりど病院を受診された患者さまへ

　当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究は、対象となる患者様から直接同意
を得て行う研究ではなく、研究の情報を公開することが必要とされている研究です。本研究の
対象者に該当する可能性のある方で、診療情報を研究目的に利用されることを希望されない
場合は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

乳酸菌発酵成分配合流動食がもたらす便の性状と今後の展望につ
いて

日進おりど病院

院長　遠藤　茂夫

吉永　勝英


